





















































































その他 4 (  2.9)
表１５　駅に希望すること(複数回答）
駅にどのようなサービスがあれば利用しやすくなりますか
 
最も多かった事項は、スクリーンに手話と字幕をリアルタイ
ムに表示してほしいであり、ほぼ同じ率で緊急時の対応をき
ちんとしてほしいが挙げられていた。手話について駅員や通
訳者の常駐を望む意見、また、丁寧な筆談を希望する事項で
あった。手話通訳者が常駐と続く 
 
考察 
１．コミュニケーション・移動手段 
家庭内、家庭外とも手話と口話が最も利用されているコミ
ュニケーション手段であった。筆談については、家庭内では
筆談を使うものはいなかった。コミュニケーション機器とし
て携帯電話・スマートフォンを利用している割合は高かった。 
２．駅の利用 
駅で困ることについては、電車の遅れなどの情報 
や緊急事態の対応であり、緊急時の案内は十分でないと答え
た者が72％も上っていた。十分でないと答えた者の年代別は
20歳以上で高かった。 
３．対象者の属性とコミュニケーション・移動手段との関連 
住まいが名古屋では電車を利用する者が多かったが、岡
崎・豊田では利用する者は少なかった。 
４．対象者の属性と駅利用との関連 
駅の移動、案内表示板、電車内の表示は19歳までは、わか
りやすいと答えているが、60歳以上の者はわかりにくいと回
答した。 
５．コミュニケーション手段と駅の利用との関連 
家庭内で口話を使用している者は駅を利用しやすいと感じ、
手話を使用している者は駅を利用しにくく、困った時の駅員
の手助けも十分ではないと回答した。筆談が得意と答えた者
は駅を利用しやすいと感じ、半数以上が困った時には駅員に
聞くと回答した。筆談が不得意の者は逆に駅を利用し難く感
じていた。 
６．駅のサービスに望む事項 
スクリーンに手話と字幕をリアルタイムに表示や緊急時の対
応が最も多かった。次いで、駅員の手話習得や通訳者の常駐、
丁寧な筆談を望んでいた。 
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